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や文化に必要な物、知識はすべ 森 なか あり、森と関わりながら生きてきた。食料はもちろん、家 作る材料、薬をはじめ、暮らしに必要 もののほとんどを森から調達してきた。
ところが、定住化政策の進展、森林伐採や鉱山開発など
によって、バカ その森か 閉め出されつつある。そん状況を受けて 最近、ピグミー社会でも先住民運動が広まりつつあ 。この傾向 、とく 都市 近い地域で顕著で
ある。運動の主な目的は、国民国家への平等な市民参加を進め、生活文化の維持にとって必要な森にアクセスする権利を確立することである。
バカはバカ語を話すが、とくに独自性が保たれているの
は、動植物の名前をはじめとする狩猟採集に関わる語彙である。植物採集をしながら森 植物について学んでゆくと、バカと森との関わりが 単に物質的なレベルに留まら いことが分かってくる
（写真）
。森は、バカにとって心のより
どころであり、アイデンティティの基盤 森 は地名をはじめ 猟場、キャンプなどの痕跡など、無文字社会歴史が刻まれてい
現在、バカの先住民運動を束ね、国際的に活躍 るオピ
ニオン・リーダーの一人であるメッセ・ブナン氏 、ももと教師 してバカ社会への民族語によ 基礎的 学校教おおいし・たかのり
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